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福島県における

水回転換大豆の栽培

はじめに

本県の水田利用再編対策の達成率は， 117.9%， 全国

平均並，面積は12，780haである。うち水回転作は79.8%

の10，203ha，特定作物は 7，296haで71.5%である。特定

作物の内訳は大豆3，350ha，次いで飼料作物3，224ha，一

般作物は25%の2，554ha等である。

昭和53年は近年にない好天に恵まれ，水回転作として

栽培された作物はj 湿害が軽減されたために良好な生育

をしめした。大豆もその一つである。

表ー 1 昭和53年産大豆の収穫量

福島県農業試験場
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付機械力利用による省力化

(斗病害虫防除の徹底

納品質の改善と規格の統一

(吋栽培の集団化と共同販売の推進

2. 転換大豆の栽培法

1) 品種選定上の留意点

本県における大豆の奨励品種は，中生の早いものから

晩生までのそれぞれ4品種あるが3 蔓化，倒伏しにく

く，多肥，密植による多収栽培も容易である。

本県の立地条件からは，食品用仕向として，蛋白含量

が高く，白目の大粒種が生産

されやすい環境にあるのでそ

の特徴を生かす必要がある。

2) 耕起，砕土，整地

麦類などの前作物がある場合は，前作収穫後なるべく

早くロータリーで耕起，整地等の一連の作業を行う。転

換畑では特に砕土が不十分になりがちなので，土塊率60

%以上を目標に，土壌および土壌水分を考慮して，特に

ていねいに行う。なお3 透水性の悪い粘土質や硬い耕盤
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もともと福島県の大豆の生産は，戦後では昭和28年の

作付面積 (24，200ha)，30年の生産量 (31，600t)が最高

となったが，その後は激減を続け， 45年には作付面積

5，870ha，収量は7，510tまで落ちこんだ。しかし，この

頃から減少傾向にブレーキがかかり，ここ数年は横ばい

状態となっている。

とくに大豆では，従来10a当り 200旬以下で、あったが，

関係機関の指導，恵まれた気象と農家の生産意欲があい

まって，300"-'400lcgの収量を得ており，転換作物として

有望のーっとなっている。

1. 本県大豆作推進の重点目標

昭和49年より大豆の長期的な生産目標に即した生産を

図るため，大豆生産振興対策事業が実施された。従っ

て，これが目的達成のためにも，次の事項の普及徹底

が，本県大豆作推進上，重点と考えられる。

げ) 優良品種の統一普及(品種の銘柄統一〉

(ロ)栽培の改善による反収増加 目標反収400"-'500lcg 
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のある水田では，心土破砕などの土壌改良のほか，闘場 (ロ) 地域に適した品種選定が不充分で、ある。

内周或いは国場内に深さ30cm程度の明渠を掘り，排水に (ロ)播種前の降雨等による滞水により，適期播種がむ

努める。 ずかしい。

表-2，大豆奨励品種の特性表 (斗 病害虫の発生消長の把握が不十分。

制収穫期を中心とする小，中型

機械化による一貫体系の導入がむず

1疫の 耐病曲、l虫性

品種名 化難
斑病紫

シ品目 ウイ ス 特性並びに~& jl~ 上の注意 j直
伊l ス
fk 易 ト虫 ル病

シロセンナリ 世長 やや強 日ヨ 熟JVIが早いので、適応地域が広い中F;ll以上の 県下一円

?色、他栽培I何(強梓股):[実は中の大島11.、良質
Jili作をさける。
変ーブミ豆f*i民事主士音百J古E

ライコウ やや易 やや弱 やや591 }j~沃I也、早まきでは蔓化、仰げたしやすい。 rfr VflT 円

!日r-やせ地でも多収、やや疎植向、シスト線 特にシスト線
虫;底抗性5;11<、安定多収 虫多発地

エンレイ 型住 やや強 ~~ ~~ 菱化、倒伏七l:敗、強科、多JJ~ 、やや'lfi植栽培 県下円

で多収、 H免嬬適応、官!:大、大粒良質、 ( ï~~ì令j也除く)

表一大豆体系栽培可能
タマヒカリ やや難 やや強 ~~ P弓F引 :if化し難いが早-f;番、月巴t天地てιはiBlwaとする :;P:'i兵通り

(1，400本/a以下)、大粒で 平坦 I也
おくれると裂皮し易い。

かしい。

ト) ハト害対策が不十分

経営上の問題点としては， 1戸当

りの作付規模が 5a以下と小さく，

しかも大豆と他作物を組合せた作付・

体系(大豆~麦等〉へのとり組みが

十分で、ない。大豆作定着化のための

土壌肥料的問題点の解明が急がれ

る。

図-1は，大豆の生育時期別に過湿処理を行なった試

験の結果であるが，大豆の湿害は，地下水位の高いほど

強し生育l時期別では，本葉 5-8葉期までの被害が大

きい。一般に地下水位が20cmを超えると，湿害が出やす

く，40cm以下が望ましい。

3) 土壌改良と施肥

大豆は酸性に弱いので，石灰施用によりpH6.5くらい

までに矯正する。転換畑は普通畑より肥沃化しているの

で，転換初年目は特に窒素肥料の多用をさけ， 2'"'--' 3年

目以降は土壌養分が低下してくるので，若干増肥するよ

うにする。施肥量は土壌の肥惰，前作物或は栽培方法に

図-1 時期別過湿処理と子実重
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よって異なるが標準的な施肥

量は表-3のとおりである。

3. 転換畑大豆の多収事例

普及所で実施した展示闘の

成果は表-4，5参照。

大豆 10a当りの収量 300均

までは，げ) 排水対策(砕土

率向上，地表排水)， (P) 土

壌改良と施肥の適正化，付 加1. 転換畑は，概して普通畑より肥沃なところが多いので，転換初年目の窒素の多用はひかえる。

適期播種と密植化， ~司 病害 2. 大豆は酸性に弱い作物なので， pHは6.5程度に矯正する。

虫の防除等の技術で対応 表ー4 大豆の収量と土壌改良

表-3 大豆の土壌養分改善と施肥

10 a 当り胞1l~量 (1、日)

拍}j~ JJJj 正i 灰 成 うナ 量 f柑 グJ

Jlt }j巴
(炭カル) N P205 K20 

条 施 1，000 60 - 90 1.2-1.5 4.0-5.0 4.0-5.0 火山灰土壌で‘は、ょうりんで

りん眼 3-4 kg増肥

全而地用 1，000 60 - 90 2.4-3.0 8.0-10.0 8.0-10.0 肥i天地はPK化成使用もよい。

できるが， 300旬以上の多

収を安定化させる技術は

いまだに未解決な分野が

多い。県内における転作

大豆の栽培上の問題点と

しては次のようである。

付) 簡易な排水対策だ

けでは，湿害回避がむず

収量 土壌改良 施肥成分量kg/10a 栽植密度(CI11)
ロロ口 種

kg/10-a 1住)把 ょうりん 石灰 N P205 KzO 株/m' 畦巾×株間

ーシロセンナリ
最高 420 も 2000 6 0 200 6.0 16.0 12.0 9，523 60X 15 

(26点)
最低 150 。 。 。。1.2 1.5 3，477 100X 32.5 

平均 270 1092 3 7 122 2.4 13.6 8.5 6.733 76 X 21.5 

タマヒカリ
最高 3 6 0 2000 1 6 0 300 6.4 12.0 12.0 18，940 60X 8 

(21点)
最低 1 8 0 。 。 。。。 。3，300 89X 40 

平均 2 6 4 814 4 2 109 2.8 6.2 6.0 6，820 77 .2X 25.4 
L__ 

かしい。 注〉堆肥:堆肥・厩)j旨・生わら ょうりん:ょうりん・ BMょうりん 石灰:苦土石灰・消石灰・珪カノレ
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農耕地における

太陽エネルギーの流れ(1 ) 

農業技術研究所気象科
物 理 第 一 研 究 室 長

内!鳴喜兵衛

1.耕地へ到達する太陽エネルギー 現在まで，光合成有効放射に関する測定はほとんどな

農業生産は緑色植物の偉大な力をかりで，太陽エネノレ されていない。最近，農林水産省傘下の研究機関で全国

ギーを人類の利用可能な形態にかえる産業である。それ 的観測網が作られ，測定がはじまった。

ゆえ，耕地上に到達する太陽エネルギー量は，農業生産 諸外国で求められた経験式を用いて，多くの植物の活

のポテンシャノレを決めている資源である。太陽は地球か 動期間と思われる，日平均気温100C以上の期間について

ら約1.5億kmの距離にあって，絶間なく光エネルギーを 積算した光合成有効放射量の分布が，第 1図下段に示さ

宇宙空間に放出している。地球では，大気の外側で測定 れている。これで、みると，九州南部は北海道東部の約

した太陽エネルギーの強さは1.98calj cm 2min (= 1380 2. 5倍も光合成有効放射量を受けている。 これは九州の

¥Vjmりである。 方が植物生産力のポテンシャルな値の高いことを示して

地球は球形をしており，かつ自転をしているので，地 いる。このような違いは，主として日平均気温100C以上

表面の受取る太陽エネルギー量は，上の値より，かなり の期間の長短に関係している。

すくない。大気の外側では年間250kcaljcm2で、あるが3

大気中の微粒子などの吸収や散乱によって減衰し3 地表 図 1 わが国における太陽エネルギーの分布

面ではその約半分の 126kcaljcmベに

なってしまう。これは地球平均値で 年間全短波放射量

あって，モンスーン気候帯にあるわ

が国では，これよりすくない。

最近の資料から作成した，我が固

における太陽エネルギー量の分布が

第 1図に示されている。上は年間の

太陽エネノレギー量全体を表わしてい

る。北海道地域の90kcal台から，九

州南部一帯の 120kcalまで変化して

いて，割合に変化の幅の小さいこと

がわかる。太陽表面の温度は約6，000

Kであるので，そのエネルギーは

0.3μ から 3.0μ の範囲に含まれてい
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る。

そしてエネルギー密度の最も強い

のは，波長 0.5μ の附近にある。植

物の光合成活動の行われる葉緑素は

0.4""'0.7μ の範囲で，よく太陽エネ

ノレギーを吸収し，光合成に利用す

る。それゆえ，この範囲の太陽エネ

ノレギー量は，光合成有効放射量とよ

ばれ，農・林業などの基礎的資源と

して非常に大切である。
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第 1表種々な面の太陽エネルギ一反射率2. 耕地に到達した太陽エネルギーの配分

耕地に達した太陽エネルギーは，すべて吸収されるの

ではなく，かなりの部分が反射されて空中へもどった

り，作物の葉群を通り抜けて地面・水面で吸収されたり

する。葉群の吸収したエネノレギーも，ほとんどが水の蒸

散の熱源として使用され，光合成活動で植物体内に固定

されるのは極くわずかである。

と 科 昭和54年 4月1日
A比

寸一

面の種類 反射率・% 面の都類 反射王手・%

雪而(新雪) 80-95 7Jく 田 17-22 
黒土(乾) 14 コムギ畑 10-25 

黒土(混) 8 ノ〈レイショ畑 19-27 
埴土(乾) 23 ビート畑 18-25 

埴土(湿) 16 針葉樹林 10-15 

!主11一位 34-40 I r1:; 堤樹林 15-20 

いま，水田を例にして，反射されたり，葉層に吸収さ ない場合に比較して，高い傾向が見られる。

れたりする割合が，イネの生育でどう変化するかを示す 葉層・水層・地面に吸収された太陽エネルギーは，葉

と，第2図のようになる。 温や水・地温の上昇，水の蒸発の熱源と光合成に利用さ

図2 イネの生育における反射，葉分への吸収量 れているが，各々の項の聞には，ェ

ネルギー保存の関係が成立してい

る。これを式で表わすと次のように

なる。

吸収太陽エネルギー=蒸発熱源十

空中放熱+水・地温上昇+葉温上昇

100 

水田反射

決
令
旧
臣
認

巴

7月 8月 9月

+熱線放熱十光合成固定

上式右辺の各項は，一般に次のよ

うな大きさの順になる:蒸発放熱〉

水・地温上昇>熱線放熱>光合成固

定>葉温上昇。それゆえ最後の 2項

は省略することが多く 3 上の関係は

耕地の熱収支式とよばれ，耕地徴気

象研究の出発点となる。多くの気象

観測データから，耕地の熱収支の実

状が明らかにされているが，その 1

例を示すと第2表のようになる。根

圏層内に水分の十分ある水田と濯概
10月

田植直後は，葉)習による吸収はゼロとおくことが出 コムギ畑では，吸収した太陽エネルギー量〈正確には，

来，反射される部分が10%，水層に吸収されて水地温の 吸収太陽エネルギー量一熱線放熱〉の70"-'80%が3 蒸散

上昇や蒸発熱源に使用されるのが90%。葉が茂ってくる と蒸発による水放出の熱源として使用されていて，残り

と， 70%が葉に吸収され，透過するのが10%，反射され の20"-'30%が空中放熱と水・地温上昇に向けられてい

る部分が20%となる。水面の方がより多く反射するよう る。

に思われるが，緑葉は意外と多くの太陽エネルギーを反 第2表耕地の熱吸収(%)

射する。いま，閏場・草地・林地の太陽エネルギ{の反

射率を要約すると，第1表のようになる。

新雪面は 5"-'20%を吸収するだけで，殆んど総ての太

陽エネルギーを反射してしまう。積雪があると，太陽が

輝いていても気温が上昇しないのは，高い反射率のため 土壌水分の不足気味の非濯甑コムギ畑では，蒸発熱源

切角の太陽エネルギーが空中へ逃げてしまうためで、ある と空中放熱がほぼ等しくなる。このことは， 同量の熱

裸地状態の時は，反射率の値は土壌水分の多少によっ を，空中へ逃すのに大きな温度差を必要として，必然、的

て大きく影響され，乾燥状態時には大きくなる。作物ゃ にコムギ畑の温度が高くなりすぎることを示している。

森林では，細い葉が鉛直方向に近く配置されていると， 第 2表に示されているボーエン比は，蒸発熱源に対する

反射率は小さくなる。これは奥へ入った太陽光が，葉群 空中放熱の比であって，作物生産が円滑になされるに

内に閉じこめられて外部へ出難くなるためである。逆 は，これが0.1"-'0.3の範囲にあることが必要である。

に，広い葉が水平に配置されていると，反射率はそうで (以下次号)
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と切 花 栽 培フノミ

グ肥料の肥効ンイアコ

神奈川県園芸試験場
主任研究員

清

壌管理法である“ドレンタイノレ(ドレン=排水， タイノレ

=土管，ベット中央部に3 排水と蒸気消毒を兼ねた土管

を埋設し，そのうえにV字型に砂利をしき，床土を入れ

る)"を使用し，床土には原層多腐植黒ポグ土壌を用

い，これに容積比で、%量の米ツガ樹皮を原料としたノミー

グ堆肥を混入し，パラ切花生産に関するいろいろの試験

を行なっている。

このような土壌管理法では，土壌中の物理性は極めて

良好に保持され，濃度障害も起りにくいが，排水が極端

に良いため，肥料の流亡が著しい。このような状況か

ら，筆者自身，床土の肥料レベル(特に窒素とカリ〉

を，パラの生育に好ましい状態に長期間維持できる肥料

の必要性を感じていた。

このような折，従来パラ切花生産に広く利用されてい

る燐硝安加里にコーティング処理をして，溶出速度をコ

ントロールし， 3カ月から 1カ年にわたって肥効があら

われるようにした被覆燐硝安加里(商品名ロング〉が市

l
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E
』
，
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被覆燐硝安加里(ロンゲ180)を330m2

当たり 120kg施用した場合の土壌の電

気伝導値の推移 (1978年4月10日施用)
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パラ切花栽培では， 1 度植え付けると 3~4年植えか

えをしない。いろいろの作型があるが，最も多い冬切り

中心の作型では， 3~5 月に植え付け， 9月から採花を

開始し，翌年の 6月下旬から 7月上旬に，樹高を下げる

ための夏季第定をするまで， 6~7 回採花する。採花間

隔は品種によっても異なるが，真夏でおおよそ35日3 真

冬で60日くらいである。実際の切花栽培では，市場価格

への対応と労力配分から，採花が集中するのを避けて，

“ダラダラ切り"をしている。したがって，栄養生長し

ている枝(伸長している枝〉と，生殖生長をしている枝

(収穫期の枝〉が常に混在している。

このようなパラの作型と生育開花習性から，切花栽培

では， “元肥"は従来あまり重要視されず，新植，改植

にあたっては， pHの調整3 リン酸の下層部への施用，

3，....， 4年間土壌の物理性を良好に維持できる有機素材の

投入が3 ポイントとなっている。

欧米各国のパラ切花生産では，施肥は植え付け後かん

水のたびに，液肥の形で施用する方法が，一般的に行な

われており，わが国でもこの方式による施肥法が普及し

てきているが，ナタネ粕，骨粉，魚粕などの“有機質肥

料"の品質〈花色，花の大きさ，草姿〉への効果を信ず

る生産者も多いが，これらの有機質肥料に，高度化成を

加えたものを定期的に施用して，補足的に液肥を施用す

る施肥法が主流となっている。これは，欧米で、主流の液

肥中心の施肥法では，土壌の緩衝能に依存する割合が少

ないから，定期的な土壌診断が不可欠で，パラの生育開

花に好適な，埋化学性についての十分な知識を必要と

し， “カン"に頼る栽培は許きれないからであろう。

ところで。ナタネ粕，骨粉，魚粕などの有機質肥料

は，肥効率が悪いだけでなく，肥効そのものが，土壌条

件や環境条件に左右され，土壌中の肥料レベルを，長期

間一定に維持していくには，必ずしも適しているとはい

えない。

このような実情から環境条件や土壌条件にあまり左

右されずに，土壌中の肥料レベノレをノミラの生育に好まし

い状態に，長期間維持できる肥料が，生産の場から強く

望まれている。

筆者は数年前から，パラ切花栽培における理想的な土
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販されていることを知り，さっそく使用してみた。

もとより筆者は土壌肥料の専門家でもなく，パラの土

壌肥料関係の試験を担当しているわけで、もないが，前述

したような目的で使用できるかどうか，そして， 営者リ栽

培に満足できる切花本数が挙げられるかどうか，を現在

実施している“台木の種類と苗生産方法と生産能力"の

試験に使用してみた。試験の概要は次のとおりである。

1978年 4月10日330m2 あたり 120kgの被覆燐硝安加里

180 (180日間肥効が期待できる〉を床土に混入し，切花

用パラの代表品種であるソニア(3.3d当りの年間切花本

数700本〉を植え付けた。

元肥としては被覆燐硝安加里以外に330m2当り 100kgの

過燐酸石灰と，溶成燐肥 100kgを施用した。定植後 6カ

月間，すなわち10月はじめまで，追肥は全く行なわなか

った。 1978年は， 7月上旬から 9月上旬まで連日晴天で

あったため，かん水は平均 3日に 1回行ない，かん水量

は毎回330n{当り 5tとした。

9月上旬の 1回目の収穫開始期の生育状況は，写真の

とおりで，極めて旺盛に生育し，第 1回収穫，第 2回収

穫 (11月〉とも，収量，本数とも満足すべきものであっ

た(第1表)0 10月中旬からは，かん水のたびに硝酸石灰と

と 科 ~み
寸一 昭和54年 4月 1日

写真 1 元肥として被覆燐硝安加里120kg(330 
77f当たり〉施用したバラ(品種ソニア)の

生育状況 (9月上旬第1回採花期)

硝酸加里を，液肥の形で施用して，現在に至っている るを得ない。このような場合でも，床土混入と同じよう

が，その後の生育も順調である。 な肥効が期待できる(この点については現在試験中〉。

このように被覆燐硝安加里は，パラ床土の硝酸態窒素 被覆燐硝安加里の溶出は， 専ら土壌温度に左右される

レベルと加里濃度を，パラの生育に好ましい状態に，長 から， ① 地温の低い時(冬期室温を160Cに維持す る

期間維持する肥料として極めて満足すべきものである。 と，地温は地下10cmで17~18 0C) ，② かん水回数の著

施用量は新植，改植〈残存肥料)，投 第 1表 接ぎ砂上げ苗と実生芽接苗の生産能力の比較 (植え面積O.8m'当たり〉

入有機物の量と種類によってかえる

必要があるが，330m2当り 120kgはや

や少な目で，i，200kg程度は施用する

必要があろう。パラの生育習性から

すると， 180タイプよりも， 270や360

タイプのような，より長期間肥効が

期待できるものが適している。

ぷ口‘ 
木 切本

K-l 

Manetti 

lndica Major' 

Wichu-raiana 

ノイバラ芽接(福岡産)

78.0 

71.0 

55.0 

62.0 

54.7 

9 月

花数 切c花m長 切花重
切本

g 

41.7 14.9 69.2 

42.8 15.5 61.0 

39.1 14.0 62.5 

39.9 14.2 54.0 

42.2 15.0 46.3 

II 月 月

花数 切c花m長 切花重
切本 数花 切花長 切花重

g cm g 

47.0 19.1 67.5 52.8 21. 9 

48.7 19.2 48.5 55.6 21.6 

45.1 19.0 56.5 50.6 19.7 

48.3 21.2 48.0 53.9 19.6 

49.8 22.0 36.5 54.8 21.9 

また，前述したように，パラは 3~4年に 1 回しか改 しく多い時，③生育の極めて盛んな時には，肥効期間

植しないから，床土に混入できるチャシスは新植と改植 内であっても，生育状況に応じて，液肥で補う 必要があ

の定植時にしかない。それ以外は，表層にパラまきせざ る。
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世界の異常気象の

実態調査と長期見通し

〔気象白書から〕

気象庁は1974年 3月「世界の異常気象の実態調査とそ

の長期見通しについて」と題する当面の見解を発表し，

各方面から注目された。この報告書は， 1940年頃から起

っている北半球の極地方を中心とする寒冷化に伴い，世

界全体として異常低温が多発しており，低温や高温，多

雨や少雨など，地域的に天候のコントラストが強くなる

こと，さらに，このような傾向は，今後10数年ぐらい続

く可能性があることを指摘した。

その後の世界の天候は，大体報告書が予測したような

経過をたどっている。一方，気象庁に対しては各方面か

ら，その後の経過や今後の見通しについて問い合せが多

数寄せられており，かたがた今年は，前回の報告から 5

年を経過したところでもあり，同庁では，前回と同じ手

法を用い， 1970年から77年までの資料を追加して調査し

た結果を去る 3月「近年における世界の異常気象の実態

調査とその長期見通しについてJ(II) Cいわゆる気象白

書〕を発表した。その要旨は次の通りである。

〔報告書の要点〕

近年3 世界各国の気候変化と変動に寄せる関心は，前

回の「報告書」を作成した時期とは比較にならぬほど高

まっており， WMO (世界気象機関)などを中心とし

て，気候変化と変動に関する問題に積極的に取り組むよ

う『こなっ7こ。

気象庁も， 1974年から世界の異常天候の監視業務を開

始し， 1976年10月には気候変動調査委員会を設置し，引

き続き気候変化と変動*に関する実態調査，文献などに

よる情報の分析たどを行ってきた。その主な成果は次の

とおりである。

*この報告書で「気候」とは， 10年平均の天候を指

し，その変化を気象変化という。

(1) 実態調査

ア 近年の天候の変動について

1970年代は1960年代に引き続き，天候の変動が大き

し全世界を平均すると 3 異常低温と異常少雨が目立っ

ているが(表)，年により，また地域によって特性が違

う。変動の程度を統計的に見ると，出現率が数10年~数

100年に 1回という程度の異常値の発生が多い(図 1)。

と

回
100 

0 

科
，.UL，. 
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天候の変動が大きい要因の 1っとして，上空の偏西風

が東西流型より南北流型の方が現われやすくなったこと

があげられる。

表 1- 世界の約 100地点における月平均気温・降水量の

異常値の出現度数(1年当りの平均値〉

図 1 北半球における異常高・低温(月平均値)

の出現状況

異常低温 異常高温

数一|・年に 1回

l¥il 
100 

数十Jf-に 1回

数 1-'1'-に 1問

1974 '75 '76 '77 1974 '75 '76 '77 

縦軸は異常値の出現度数の指標(北半球を経緯度5度どとの7 ス自に
分け，月平均気温の異常値が観測された7 ス自の数を年間で合計した
{直)

イ 近年の気候の変化について

1960年代にみられた北極地方の著しい寒冷化は， 1970 

年代には平均の水準に回復した。しかし中緯度地方は

引き続き寒冷化している(図 2)0 1970年代の年平均地

上気温を1960年代と比較すると，下降した地域(北米な

ど)，上昇した地域(ヨーロッパなど〉など，複雑な分

布を示している。

日本の気温については， 1960年代初期に寒冷化傾向が

始つまたが， 1970年代に入って停滞気味(図 3)を示

し，また，降水量については， 1960年代後半から少雨傾

向が持続している。

(2) 気候の変化の予測について

気象変化の変動象測は研究段階にあり，十分な精度が

得られていないが，次のような予測が参考としてあげら

れる。

(力太陽黒点の長期的減少傾向および，大気中の細塵

増加傾向のため，寒冷化は続くであろう。
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図 2 北半球の緯度別平均気温の変化
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気温は対流圏下層(約5.5km以下)の平均気温で1950年~1977年の平均値

からの差で示してある。破線は3J年移動平均

付) 二酸化炭素の増加および，人間活動により拡散さ

れる熱エネノレギーの増大のため，温暖化に向うであろ

う。

イ 統計的な手法による気候予測

(ア) 近年の寒冷化の周期解析，氷河氷の分析および，

広域天気図の統計的解析から，今後10数年ぐらいは寒冷

化が続こう。

図 3 日本の年平均気温の長期変化

℃ 
13.0 

年平均気温
(5年移動平均)

12.5 

12.0 

11.0 
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注全国23地点;羽腕，帯広，根室，寿都，青森，秋田，宮古，
山形，小名浜，相川，金沢，前橋，勝浦，飯田，岐阜，潮山'p，
盛岡，浜田，岡山，巌原，熊本，宮崎，高知の平均値による。

げ) 北極地方の温暖化が，中緯度地方に波及するのに

20年ぐらいかかるので， 1990年頃から温暖化に向うであ

ろう。

以上の内容には，前回の報告書に述べられたと同じ

く，寒冷化説と温暖化説の両論があり，特に目新しい予

測はないが，欧米では二酸化炭素による温暖化作用を強

調するむきが目立ってきた点は注目される。さらに明白

な判断を下すためには3 国際協力のもとに，気候にかか

わる研究を進めることが重要である。

(3) むすび(今後の気象の見通し〉

今回の結論を簡単に述べると次のとおりである。

ア 引き続き変動の大きい天候が発生している。

イ 1970年に入ってから南北流型が増加し，極端

な天候が共存している。

ウ 異常気象としては異常低温と異常少雨の発生

が目立ち，地域差が大きい。

ェ 1970年代の北極地方の気温は1960年代より昇

温したが，中緯度地方は寒冷化が進み，北半球全体

の平均気温は引き続き寒冷化しつつある。

オ 日本の平均気温は1960年代初期から低下しは

じめ， 1970年代は平均値に達し，寒冷化の傾向は停

滞している。降水量は少雨傾向が続いている。

カ 太陽黒点数や気候変化の周期性からは寒冷化

の傾向が続き，天候の変動は大きくなると予想され

るが，人間活動のため寒冷化は和らげられることも

考えられる。

キ 社会構造の複雑化に伴い，気候変化の影響は広範

囲に及ぶであろう。また人間活動が遂に気候に影響を及

ぼすなど，両者の関係は多様化してきたので，気候変化

の動向に十分関心を持ち，その対策を考慮しておく必要

があろう。
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図 4 日本の降水量の長期変化
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注第3図の注に同じ。

ク 今後の気候予測について，さらに明白な判断を下

すためには，気候にかかわる研究開発を国際協力の下に

強力に進めることが必要である。

〔前回の報告との比較〕

(1) 前回は極地方を中心とした寒冷化の傾向を最も顕

著な特徴として取り上げ、たが，今回は中緯度地方の寒冷

化を指摘した。しかし日本における寒冷化の傾向は停滞

している。

(2) 数10年ないし数 100年の時間スケールで、みた気候

の寒冷化傾向は，基調として，前回の報告と変っていな

いが，温暖化説も併記し，人間活動と気候とのかかわり

合いの重要性を指摘した。数年以下の短かい時間スケー

ルでみた天候の変動は，時間的にも空間的にも大きく，

この傾向はなお続く可能性を指摘した。


